
日本のＴＰＰ交渉への正式参加について 

 

７月１５日から２５日まで、マレーシアのコタキナバルにおいて、第１８回

ＴＰＰ交渉会合が開催され、我が国は２３日午後から正式に交渉に参加した。 

 

同会合には、鶴岡公二首席交渉官（政府代表）をはじめとする各分野担当の

交渉官らを派遣し、精力的に交渉させるとともに、自分も担当閣僚として、現

地との連絡を緊密に維持してきた。日本のＴＰＰ交渉への参加について、各国

からは歓迎の意が表明された。 

 

我が国は、首席交渉官会合の他、知的財産、政府調達、原産地規則、環境、

制度的事項の５分野の作業部会に参加した。２４日午後と２５日は「日本セッ

ション」が開催され、首席交渉官に加えて、各分野の交渉官が参加し、分野別

の議論を行った。また、代表団は二国間でも各国と頻繁に接触した。 

 

今回の交渉会合では、ＴＰＰ交渉に臨む我が国の基本的立場を説明したほか、

交渉状況について各国から説明を受け、議論を行った。 

 

安倍総理が常々述べているように、アジア太平洋地域における新たなルール

を作り上げていくことは、日本の国益となるだけでなく、世界に繁栄をもたら

し、この地域の安定にも貢献するものであり、日本が一旦交渉に参加した以上、

重要なプレイヤーとして、新たなルールづくりをリードしていく旨表明すると

ともに、我が国として、守るべきものは守り、攻めるべきものは攻め、積極的

かつ建設的に議論に参加するという基本的な姿勢を明らかにした。 

 

限られた時間を最大限に有効活用するため、我が国の主催により、２４日の

夕刻以降に非公式分科会を開催し、各国の首席交渉官及び分野別の交渉官の参

加を得て、議論を行った。 

 

交渉参加と同時に交渉テキストにもアクセス可能となり、現在、２１分野の

交渉官が交渉テキストの精査・分析を鋭意進めており、今後の交渉に備える。 

 

次回（第１９回）交渉会合は、８月２２日から３０日まで、ブルネイで開催

予定である。 

 

今後も我が国としては、強い交渉力を持って、守るべきものは守り、攻める

べきものは攻めていくことによって、我が国の国益を最大限に実現するよう全

力を挙げて交渉にあたる。 
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